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訪　ソ　旅　行　メ モ　（2）

r丁ケ 中 規 雄

ハリコフ

　レニングラードからハリコフへはエーロフロットの旅

．説で飛んだ．その後の都市闘の．二動も全部旅客機によ

ったのであろが，すぺて双発のプロペラ推進のもので，

定員も15　尺な1．・し21人．飛．ヒし・ラd・型である．　しかも

シートベルトのない二とはジェット！「気r機と同じで，い

さきか心細くなった．もっともモスhワー北京間などで

は毎［航．t．望があるが，その中の週に2回はジェ・ノト旅

客機が就航T一ている由である．

　レニンクラード」：港を出発したのが7月26日の17．10

でモスウ「フの空港には19．30に到着Lた．ここで乗換

えるのであるが，あいにく詐雨のためにダイヤが混乱し

24，00まで1寺たされて，ハリコフヘテll着Lたのは翌「iの

2．30頃，直ちにホテルに行ったが，このホテルは大ぎ

い割合にお粗末で，田舎の2流ホテルといった所である・

一，二の部罹を除いてはバスもトイレもなく，一一般用の

浴室が遠くの階段下にあるのみ・にわかに待遇が悪くh：

ったよiに感t’たが，二れげ養備にまだ十分手が回らな

いため．．であろうか．

　ハ11コフけソ連の穀倉ウクライナの中心都市で，トラ

ク．クー1場，内燃機門工場その他の機械」二場も多数舌動

Lている工業都市でもある・

　到着した口から直ちに．’ll場を見て［Lllったが，その余暇

に市内見物も計画きれておF），ジ’エ1レツキンスキー広場

やゴリキー一（　f1二公団な呂二案内されt＝・ジ’エ’レツキンス

キー広場．りU「精に岬襲軍兵学漁ハUコフ地区障民経済

会議，・・り7フ・ホテ’レその匝の近代建’寒がそのt’；を

1驚つ．てtfi「〕，そ丈壮三（場の［ttcき｝之「せ皆L－・とギ示し．（い属沃第1

1寳　髪響輝騨避

第　1Lr

図）．ゴリキー公園は非雪に広大な地域を占め目llの森

や林の問をゴニ供の鉄道という軌問75cmの蒸汽列車が、

走っている．鉄道の距離は3kmで両端の2駅Lかな

い単線であるが，機聞紅の運転手，車掌，駅の勤務員な

どすべて中学上級生ぐらいの少年，少trが当っており，

実物教育として非常に効果があるように思われる．もち

ろん金般の管理は少数の享門一k’　h’而倒を見ていろのであ

るが，生徒達はこの地区の学校から推せんされた優等生

が交代に勤務している山である．第2図は起点の駅で，

ホームについた列「巨を第3図に示す．

第2　図

　　　　　　　　　　第3図

　ハIJコフでは一夜ワイドスクリーンの天然色映画へ案

内された．かなり蒸暑い蔭であったが映画館には冷房装

置はなく，建物や椅’1：も余ll一r派なものではなか弓た．

ストーi1一はウクライナ地方の伝説の勇．土：イIJヤ・ムー

ノ1．メツのt弓仁で娯）11三仁位の安手なものであるが，イデ．

t，ロギーrrりなものは感ぜらオエなか’．，1♪1．ソ連のi1プ1画とL

てば良い部頻ではないのであろう・
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　ソ連溜1’E中は㍗工」易で歓．：のもてたしを受：t．たが，ウ

クライナ人はとくに．．ζ好ぎのlilr〔，’・IJコフでは21馳続

いてホテILの宴会場で同地の工場の1旨li諦に招待された．

ところ，、∴驚いた二とには，そ〔っ2晩はil催撫昂11訟るの

であるか，テープ’レのヒに：並べられていろt．「イξからモの

後の料理，飲物すべて2晩共．1、く1司じ『C，いささかの誤

：箋も認められなかった．内客は誠に登富で珍味のあるだ

げ提ll「！したよ｝で，主人側の接待も非常1二懇切であり愉

決な2晩ではあっt：t）：，全く同一の．料珊にはソ連の統制

経済の一端をまざまざと見せられた感じがし．た．ソ達人

は大部分非常に酒力二強く，奏席では1人ずつ立上って何

か一言演託してに‘‘日ソ両圏民の友誼と平和のために”

などとウォッカを乾杯するので，酒に余り強くない塙者

などはプ：分［罰LILたものである．

　キエフからオデッサヘ

　ハリコフを早朝に出発して，ゆるい起伏刀あるウクラ

イナの耕地の．L空を飛んで，やがてド＝エプル河のうね

t）を下に覧て，そ

の河畔に発達した

ウクライナの首都

キエフの空港へ到

君した．キエフは

ドニエフ㍉レi可に沿

う丘の上にある落

着いた樹木の多い

緑の街で，河畔の

低地は工場地帯に

なっていろ．この

河ぱ物資の輸送路

としてブくいに和1用

されているようで

ある・．市の街路は

広く，メイン・ス 第4図

　　　　　　　　　　第5　圏

トり一トに道路の中失にも並木が茂り，その間が散歩路

．になっている（第4図）．住宅も堂々たるアパート式の

ものが多く，一階は商店になっており，また映画館など
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第6図
を有するものもある由である（第5図1．われわれの泊

ったイントゥーリスト・ホテルは古いよー．rあるr罫どつ

し1）した落着いた良いホテルで，ハリコフ．弘〕悪印．象も

すっかり拭われてしまった．

　キエフではT：場を1ケ所視察Lて，霊朝i」庁黒海海岸

の港オデッサへ飛んだ．瀞んだ空，青L．1運ヒ1．．かにも南

方らしい光の強烈な町である．海岸題b．二面Lたホテ’レ

の窓からは埠頭のクレーンなどが良く兇える1箏6図），

はるか彼方にはケリミヤ半島がかtんでお：，，ff名た保

養地のソーチも近くの［kである．

　T．場の視察を済ませてから，われわれも1／：を連ねて近

くの海水浴場へ行った．老若男女でかなlhり賑わい．eあ

るが，脱衣場，シャワーなどの設騎はなく，ビーチ・パ

ラソルも数えるほどLか見えない．毎日3］・1『らい気

温，砂温，水温を測定して褐示してあろのに．＿；心した．

この口の水温は23°Cで，少L冷たLl5Llであったが，

われわれも自動車を更衣所にして，接待員と共に黒海で

一泳ぎした．接待員はモスクワ勤務のノ、rをなかなか海へ

行く機会は少ないらしく，この機会に大喜びであろ．

　夕方ホテ’レに帰り少憩の後，当市のアカデミー劇場ヘ

オペラを見に行った．劇場は古いものうLく外観はあま

りきれいでばなく，規穫もモスクワの〆く側場よりはやや

小さいが，内部ば修理されていてなかなか立派な建物で

ある，オペラはドニエプレ河にまつわる伝説をもとにし

てソ連人の作曲したもので，歌手おLび劇中りベレーな

ど見事なものであった，地方にも中央に劣らない．芸術を

もつているのに感心Lた．ただ便所だけに建物に似合わ

ぬ汚ないもので，恐らく現在修復工事rfτなので玄だその

順が岡ってこないのであろ5．23，30に終1「’，近いので

散歩がてら歩いてホテノレに帰る．海岸通1）に三こ園になっ

ていて，？t人達カイく遅．くまで集って合唱したi｝，三々五

々辻れ立って話し合っている．ホテルに帰り中庭で夜食

をとったが，老給仕が親切で気持よく非常に愉快な1日

であった．

　翌早朝オデッサを出墜して一気にモスクnyへ薩び，さ

らに若干の工場を炉察Lた後コストウーソフ氏に挨拶を
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し，別れのパーティーへ招かれて，すぺての行事を終り，

8月5日モスクワに別れを告げハンブルグへ向かったの

である．

　ソ連の工作機械

　われわれは主として切削加工および工作機械に関する

研究所および製造工場を視察したのであるが，そのほか

に工作機械の使用状況を見るために大型の発電用蒸気タ

ービンや水車の製造工場，自動車，トラクター，軸受な

どの各製造工場をも視察した．これらの視察で感じた印

象をごく大雑把にまとめて記してみよう・

　ソ連の工作機械の技術的中心はモスクワにある工作機

械実験科学研究所（略称エニムス）で，同所では工作機

械に関する基礎的研究から新機種の設計，試作まで行っ

ている．同所の任務の一つには科学アカデミーその他に

おける基礎的研究と工場における問題との結び付きを図

ることが挙げられており，ソ連の機構上工場との関係は

極めて密接のようである．エニムスの従業員数は6，000

人と称しているが，ほぼ半数は付属工場に属し，エニム

スで設計した機械を直ちに製作するようになっている．

エニムスで完成した機械の図面により数個所の工場で試

作を行わせ最も成績のよい工場に量産させることもある

由であり，ソ連製の大部分の機械はエニムスの設計によ

っているようである．したがって各工場の研究室は比較

的貧弱で，材料試験とか精密測定の程度を行っており，

研究的な仕事を見たのは二，三の工場に過ぎなかった，

　このほか，切削工具および研削砥石などについてはそ

れぞれの研究所をもっている．

　工作機械はほとんどあらゆる機種のものを製作してい

るようで，特に汎用工作機械の量産は目覚ましいものが

ある．たとえば普通旋盤を一工場（クラスヌイ・プロレ

タリー工場）で月産1，000台の生産を挙げ，ラジアル・

ボール盤もオデッサの工場で年に1，700台生産してい

る．量産には極力機械加工を用い手作業を省き，旋盤の

ベッド上の滑り面も研削仕上のまま使用し，また工作機

械用歯車の加工にもトランスファー・マシンを製作して

いるなど多量生産に対する原則を確実に実行しているの

であるが，現在使用している機械の精度の点および切削

条件がかなりheavyであることなどから，製作された

工作機械の精度には多少の疑問がある・もちろん所定の

精度検査規格には合格するのであろうが，それより一歩

前進するとなるとなかなか困難なのではなかろうかと思

われる．

　トランスファー・マシンも各工場でかなり使用されて

いるが，中には非常にflexibilityのある設計のものも

見受けられた．たとえば前述の歯車加工用の機械では，

歯車素材の外削り，中ぐり，歯切り，内面のブローチ仕

上などを行うのであるが，各ステーシ・ンにはそれぞれ

の汎用機（もちろん簡素化しているのであろうが）を並
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べ，各機械の問の加工物の移動および機械への取付，取

外しを自動的に行わせるようにしたもので，加工すべき

品物の寸法が多少変っても機械を調整してこれに応ずる

ことがでぎるのである．これはいわば自動生産ラインと

称すべきもので，このような系列のものが各方面で稼動

している．その最も結集された一例は，モスクワの軸受

工場内にあるころ軸受および球軸受のおのおの1種類の

製品に対する自動生産ラインであろう．これは内外輪の

鍛造素材を多軸自動盤で内外面を切削し熱処理（サブゼ

ロ処理を含む）後研削仕上を行い，計測，瀟條，組立，

塗油，包装まで完全に自動化されている．非常に見事な

ものであるが．やはり精度の点では多少の問題はあるよ

うである．

　セラミック・バイトを実用している所はあまり見掛け

なかったが，研究室では切削試験を行っていた．セラミ

ックのチップの多量生産準備中とのことで，文献に発表

されたものから推察したところとかなり時間的なずれが

認められた．しかしセラミックを十分使いこなす高速，

強力な旋盤も試作されている由で，将来は盛んに用いら

れるようになるのであろう．

　倣削り方式も相当実用されている．たとえば油圧式倣

旋盤や電子管式倣削方式のカプラン水車の羽根の両面を

倣削りする機械および，型彫盤などが見られた．また旋

盤の刃物台の動きをdigital　contro1する研究なども行

われている．

おわり　に

　われわれはソ連から招待され，予定された計画に従っ

て丁重に案内されたので，上に記した印象も旅行者の見

た表面だけのものであろうが，しかし自由時間にはかな

り勝手に歩き回ったこともあり，ぜんぜん見当外れのこ

とばかりでもないと思う．ソ連の空気は予想していたよ

りはるかに明るく感ぜられた（もちろん上層部のことは

別である）・しかし，住民が旅行をするには届け出なけれ

ばならないとか，モスクワ，レニングラードなどの地図

が一般には手に入らないこと，電話帳のないこと，政府

要人の住所を一般の人が知っていないことなど，自由諸

国の空気と異なる点は多い．

　筆者は訪ソ後西欧諸国の工作機械工業をも視察して，

ソ連のそれと比較して考える機会を得たが，やはり質の

点では現在ではスイス，西ドイツなどの工作機械に一歩

を譲るように思われる．しかし，現在はまず量を必要と

する段階で，つぎに質の向1二が問題となれば全機構を挙

げてその方向に努力するであろうから，質の点でも将来

は世界の一流製品に伍して行くものが生産されるであろ

う．最後に，今回の旅行について多大のご援助を賜った

方々および非常にお世話になった方々に衷心より感謝し

て筆iをおく，　　　　　　　　　　　　（1958．3．3）

21


